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広
報
た
か
は
ま
7
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
１０
月
か
ら
６５

歳
以
上
７５
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
み

で
構
成
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
（
以

下
国
保
）
世
帯
を
対
象
に
、
社
会
保

険
庁
が
年
金
受
給
者
に
支
払
う
年
金

か
ら
、
国
保
税
を
天
引
き
す
る
特
別

徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。 

　（
該
当
世
帯
は
7
月
に
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

　
対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
①
か
ら

⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。 

①
国
保
加
入
者
が
、
６５
歳
以
上
７５
歳

未
満
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

世
帯
主
の
場
合
。
た
だ
し
、
擬
制

世
帯
主
（
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
主
）
は
除
き
ま
す
。 

②
す
で
に
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
場

合
。 

③
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
場

合
。 

④
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額

が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
な
い
場
合
。 

⑤
年
金
が
担
保
に
さ
れ
て
い
な
い
場

合
。 

　
な
お
、
年
度
の
途
中
で
６５
歳
・
７５

歳
に
到
達
し
た
方
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
。 

　
該
当
と
な
る
方
は
、
8
月
に
送
付

し
ま
し
た
平
成
２０
年
度
国
保
税
納
税

通
知
書
（
本
算
定
）
に
１０
・
１２
・
2

月
（
第
4
期
〜
6
期
）
の
そ
れ
ぞ
れ

に
特
別
徴
収
分
の
国
保
税
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

　
特
別
徴
収
の
方
は
、
今
年
度
は
、

第
１
期
か
ら
3
期
ま
で
の
3
回
を
普

通
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
、

第
4
期
か
ら
6
期
ま
で
の
3
回
は
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
と
な
り
、

年
6
回
の
納
付
と
な
り
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１ 
） 

      　
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て

ら
れ
る
目
的
税
で
す
。
納
期
限
内
に

納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
必
ず
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
国
保
税
を
納
め
る
に
は
口
座
振
替

が
便
利
で
安
心
で
す
。
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
に
出
向
い
て
国
保
税
を
納

め
る
必
要
が
な
く
、
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
申
込
用
紙
は
、
金
融
機
関
か
市
民

窓
口
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。
通
帳

に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
と
通
帳
を
お

持
ち
に
な
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１ 
） 

      
 市

へ
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成
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申
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社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

　
呉
竹
町
・
屋
敷
町
町
内
会
 

  

     　
市
で
は
、「
持
続
可
能
な
自
立

し
た
基
礎
自
治
体
」
の
確
立
に
向

け
た
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
、

補
助
金
の
効
果
的
・
効
率
的
か
つ

適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
、「
補

助
金
評
価
制
度
」
を
平
成
１９
年
度

よ
り
導
入
し
ま
し
た
。 

　
補
助
金
ご
と
に
交
付
目
的
、
具

体
的
な
内
容
、
成
果
目
標
、
実
績

な
ど
を
統
一
様
式
で
記
載
し
た
「
補

助
金
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
、
補
助
金
基
本
方
針
や
交
付

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
自
己
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
一
定
の
点

数
に
達
し
な
い
補
助
金
な
ど
に
つ

い
て
は
、
学
識
経
験
者
や
公
募
市

民
な
ど
で
構
成
す
る
「
高
浜
市
補

助
金
等
評
価
委
員
会
」
の
審
査
を

経
て
廃
止
・
縮
小
・
継
続
・
拡
大

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
全
て
の

内
容
を
毎
年
度
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
評
価
の
結
果
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

の
グ
ル
ー
プ
別
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

で
公
表
し
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
　
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３２８
） 

国
　
保 

善
意
を 

 

あ
り
が
と
う 

　 

ご
ざ
い
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
） 

 


